
福島市農業委員会の委員は、一人ひとりが、日々の活動を
「活動記録簿」に記録しています。このコーナーでは、委員の
普段の活動を「活動記録簿」から抜粋して紹介します☆

新規就農者への相談対応

遊休農地についての
相談活動、現場対応

遊休農地の発生防止・解消

新 規 参 入 の 促 進

✐今まで手付かずの農地が一層ひどくなっ
　ているのを確認した。

★☆創刊号☆★
【２０２０年１２月】

　「農業委員会」をご存じですか？「農業委員会」は、市町村に置かれる行政委員会です。
農業者の代表である農業委員と農地利用最適化推進委員で構成されており、福島市農業委員
会は、２４名の農業委員と３６名の農地利用最適化推進委員、合わせて６０名体制で活動し
ています。「ミエ～ル通信」は、農業委員会の重要な業務である『農地利用の最適化の推進
活動』に着目し、日々の活動を“見える化”するための会報誌です☆

発行：福島市農業委員会事務局

PICK UP☝

おしえて✐
んだんだぱんだ！

農地確保に向け
農地所有者、地域との調整集落の座談会への参加

✐畑の賃借について、農地中間管理機構に
　ついて説明した。

新

✐新規就農希望者から耕作放棄地の紹介
　依頼を受けた。

農地パトロール

「ミエ～ル通信」オリジナルキャラクター

その他

✐○○地区のパトロール。新たな遊休農地は
　見当たらなかった。

✐大雨による被害確認のため、パトロール。
　問題は見受けられなかった。

集 遊

✐何件か農家を訪問し、コロナ禍による
　影響など、営農全般の話をした。

✐新たに農地を取得したいという方を確認
　したところ、荒廃農地を所有していたため、
　今後の方策を相談した。

農地の出し手・受け手の
利用調整

✐荒廃農地発生の防止策を隣地の所有者と
　相談した。

✐新規参入後の技術指導をした。

✐モモせん孔細菌病の状況及び他に問題が
　発生していないか確認した。

担い手への農地集積・集約化

✐農地として利用困難な傾斜地について
　相談を受けた。

✐新規参入のため農地取得の相談を受け、
　ＪＡの職員と農地取得について話し合った。

✐休耕地を借りたいとの相談を受けたので、
　農地所有者と調整した。

👀農業委員会
の活動を
見える化♪

今回のテーマ 「農地利用の最適化の推進活動ってどんな活動？」

担い手への
農地集積・集約化

遊休農地の
発生防止・解消

新規参入の促進

んだんだぱんだ

ぼくの名前は「んだんだぱんだ」☆バンダナがトレードマークなんだ！
農業委員会では、次の「集」・「新」・「遊」の３本柱を軸とした日常的な活動を行っ
ているんだ！地域の農業者の皆さんからの、様々な相談に応じたいんだ～！

地域の農地を将来も農地として残し、活かし、耕作し続けるためには、
「今使われている農地を、使えるうちに、使える人に算段」していく必要があるんだ☆


